


さ 

な
か

き
ゅ
う

さ
い
な

目
標
は
2
0
2
0
年
東
京
五
輪
、

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク｣

だ
と
指
摘

さ
れ
た
。
そ
の
根
拠
と
し
て

2
0
1
2
年
ロ
ン
ド
ン
五
輪
で

の｢
ロ
ン
ド
ン
プ
ラ
ス｣

を
挙
げ
、

イ
ギ
リ
ス
の
多
く
の
地
方
都
市

に
海
外
か
ら
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

が
訪
れ
た
こ
と
を
引
き
合
い
に
、

昨
年
度
の
1
4
0
0
万
人
に

の
ぼ
る
外
国
人
訪
日
数
を
視
野

に
入
れ
た
話
で
あ
っ
た
。

　
森
雅
志
富
山
市
長
は
私
と
中

央
大
同
窓
、
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ

ィ
の
実
践
で
名
を
馳
せ
た
実
力

市
長
で
あ
る
。
同
行
の
中
村
昌

宏
徳
島
文
理
大
学
総
合
政
策
学

部
長
と｢

ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
両

市
長
間
で
バ
ト
ル
が
聞
け
る
か

も
…｣

と
話
し
合
っ
て
い
た
が
、

新
幹
線
開
業
に
よ
る
富
山
　
東

京
間
1
時
間
短
縮
を
受
け
て

市
長
は
健
か
な
対
応
を
と
る
。「
金

沢
、
小
松
、
富
山
は
そ
れ
ぞ
れ

役
割
が
違
う｣

と
の
っ
け
か
ら

発
言
、｢

金
沢
に
負
け
な
い
よ
う

な
文
化
施
設
を
富
山
で
作
る
の

は
間
違
い
だ｣

と
言
う
の
で
あ
る
。

新
幹
線
開
業
に
よ
っ
て
、
例
え

ば
富
山
市
内
の
宿
泊
者
数
は
、

前
年
同
月
に
比
べ
て
約
1
万

人
増
、
宿
泊
者
へ
配
布
し
て
い

る
路
面
電
車
半
額
券
・
無
料
券

利
用
者
は
約
4
・
3
倍
増
加
、

新
幹
線
開
業
後
富
山
ラ
イ
ト
レ

ー
ル
・
市
内
電
車
環
状
線
の
利

用
者
も
そ
れ
ぞ
れ
27
・
8
％
、

55
・
4
％
増
加
、
北
陸
新
幹
線

開
業
翌
日
の
富
山
市
内
歩
行
者

通
行
量
は
前
年
同
月
比
約
2
・

1
倍
増
と
な
っ
た
よ
う
だ
。
こ

う
し
た
富
山
市
内
の
変
化
は
、

富
山
市
の
持
つ｢

ゲ
ー
ト
ウ
ェ
ア｣

機
能
の
役
割
を
示
す
も
の
で
あ

り
、
立
山
連
峰
を
中
心
と
し
た

雄
大
な
自
然
、
金
沢
市
な
ど
近

隣
地
域
へ
足
を
伸
ば
す
た
め
の

滞
在
型
観
光
の
拠
点
に
な
る
と

主
張
す
る
。

　
さ
ら
に
新
幹
線
開
業
前
か
ら

手
掛
け
た
施
策
に｢

マ
ル
チ
ハ

ビ
テ
ー
シ
ョ
ン
推
進
事
業｣

と｢

新

幹
線
で
通
学
推
進
事
業｣

を
挙

げ
た
。
前
者
は
他
地
域
居
住
の

為
に
富
山
市
の
ま
ち
な
か
で
一

戸
建
て
住
宅
を
建
設
又
は
購
入

も
し
く
は
分
譲
共
同
住
宅
を
購

入
し
取
得
し
た
富
山
県
外
在
宅

者
に
対
し
、
定
額(

一
戸
あ
た

り
25
万
円)

を
補
助
す
る
。
市

内
に
65
歳
以
上
の
3
親
等
以

内
の
親
族
が
在
住
し
て
い
る
場

合
は
10
万
円
を
上
乗
せ
す
る

と
い
う
事
業
を
実
施
す
る
。
後

者
は
、
市
内
在
住
の
者
が
県
外

の
大
学
や
専
門
学
校
等
に
Ｊ
Ｒ

富
山
駅
発
着
の
新
幹
線
で
通
学

す
る
場
合
、
そ
の
通
学
定
期
券

購
入
費
の
一
部(

一
月
あ
た
り

2
万
円)

を
補
助
す
る
も
の
だ
。

さ
ら
に
人
口
減
少
に
対
応
し
て
、

東
京
都
内
に
住
む
人
が
住
民
票

を
移
さ
な
く
て
も
富
山
市
内
に

一
定
期
間
以
上
居
住
す
る
場
合

に
一
定
の
居
住
費
用
の
一
部
を

補
助
す
る
施
策
も
行
う
な
ど
先

取
り
政
策
を
実
施
す
る
。

　
い
か
に
も
ア
ク
テ
ィ
ブ
な
森

市
長
の
発
想
と
行
動
と
言
え
る
。

　
観
光
庁
の
岡
野
ま
さ
子
国
際

観
光
課
長
は
、
03
年
度
の
訪
日

外
国
人
旅
行
者
数
5
2
1
万

人
か
ら
、
14
年
度
1
3
4
1

万
人
へ
44
％
増
加
、
う
ち
台
湾

2
8
3
万
人(

2
4
・
4
％)

、

韓
国
2
7
6
万(

2
0
・
5
％)

、

中
国
2
4
1
万(

18
％)

な
ど

ア
ジ
ア
が
8
割
を
占
め
る
現
状
、

さ
ら
に
今
年
の
3
月
ま
で
に

43
・
7
％
増
の
4
1
3
万
人

余
の
伸
び
を
見
て
、
戦
略
的
な

訪
日
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
実
施

を
提
案
す
る
。
し
か
も
訪
日
動

機
を
分
析
す
る
と
、
日
本
食
を

食
べ
る
こ
と
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
、

自
然
、
景
勝
地
観
光
と
な
っ
て

お
り
、
そ
の
旅
行
支
出
総
額
は
、

ベ
ト
ナ
ム
１
人
あ
た
り
23
万

7
千
6
8
8
円
が
最
高
、
買

物
額
は
中
国
１
人
当
た
り
12

万
7
千
4
4
3
円
が
最
高
だ

そ
う
だ
。

　
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
、
さ
ら

に
地
域
の
観
光
資
源
を
磨
き
上

げ
、
地
方
を
訪
れ
る
内
外
か
ら

の
観
光
客
の
流
れ
を
創
造
し
、

交
流
人
口
を
拡
大
し
、
地
域
経

済
を
活
性
化
さ
せ
、
地
域
に
お

け
る
雇
用
創
出
・
若
者
の
定
住

促
進
を
図
る
と
い
う
テ
ー
マ
性

と
ス
ト
ー
リ
ー
性
を
待
っ
た
広

域
観
光
周
遊
ル
ー
ト
を
形
成
す

べ
き
だ
と
語
っ
た
。
例
え
ば
、

北
陸
で
あ
れ
ば
能
登
半
島
を
龍

の
頭
に
見
立
て
、
中
華
圏
に
人

気
の
高
い
龍
を
モ
チ
ー
フ
と
し

て｢

昇
龍
道｣

と
命
名
し
、
胴

体
か
ら
シ
ッ
ポ
ま
で
が
北
陸
・

東
海
に
至
る
周
遊
ル
ー
ト
を
形

成
す
る
。
さ
ら
に
桜
シ
ー
ズ
ン

と
雪
や
紅
葉
な
ど
、
テ
ー
マ
別

の
旅
行
シ
ー
ズ
ン
を
分
散
化
し

て
訪
日
リ
ピ
ー
タ
ー
ま
で
狙
っ

て
は
ど
う
か
と
い
う
の
で
あ
る
。

市
場
ご
と
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
キ

ー
ポ
イ
ン
ト
を
絞
っ
た
プ
ロ
モ

ー
シ
ョ
ン
が
必
要
だ
と
い
う
の

だ
。

　
国
交
省
大
臣
官
房
総
務
課
長

水
島
智
氏
は
、｢

観
光
は
ソ
ロ
バ

ン
で
は
じ
き
出
せ
な
い
利
益
が

あ
る｣｢

観
光
に
権
威
は
存
在
し

得
な
い｣

と
し
、
観
光
の
多
様
性
、

す
そ
野
の
広
さ
を
指
摘
さ
れ
た
。

　
九
州
Ｊ
Ｒ
の｢

な
な
つ
星
列
車｣

の
盛
況
ぶ
り
を
例
に
挙
げ
て
、

キ
レ
イ
な
列
車
が
走
る
と
沿
道

に
菜
の
花
を
咲
か
せ
、
幼
児
か

ら
老
人
ま
で
手
を
振
り
応
援
す

る
と
い
う
劇
的
な
変
化
が
起
こ

り
、｢

九
州
は
ひ
と
つ
ひ
と
つ｣

か
ら｢

九
州
が
ひ
と
つ｣

に
な

っ
た
、
ま
さ
に
地
方
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
が
主
役
と
な
っ
た｢

鉄

道
と
地
方
創
生｣

の
好
事
例
で

は
な
い
か
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
結
び
に
、
人
が
旅
を
す
る
動

機
＝
体
験
・
交
流
・
学
び
で
あ

る
こ
と
を
改
め
て
再
認
識
し
、

訪
客
万
能
主
義
に
は
限
界
が
あ

る
こ
と
を
知
っ
た
上
で
、
北
陸

新
幹
線
開
業
を｢

ソ
ロ
バ
ン
で

弾
け
な
い
無
形
の
利
益｣

に
気

付
く
た
め
の
き
っ
か
け
に
す
べ

き
だ
と
し
た
。

　
な
る
ほ
ど
観
光
事
業
に
こ
れ

だ
と
い
う
定
説
は
な
く
、
あ
ら

ゆ
る
創
意
工
夫
の
中
か
ら｢

住

ん
で
よ
し
、
訪
れ
て
よ
し
の
人

づ
く
り
、
地
域
づ
く
り
、
国
づ

く
り｣

に
帰
着
す
る
と
い
う
気

が
し
て
き
た
。

　
今
盛
ん
に
語
ら
れ
る
地
方
創

生
プ
ラ
ン
の
あ
ら
ゆ
る
基
本
部

分
に
は
、
こ
う
し
た
こ
と
が
厳

然
と
存
在
し
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
あ
ろ
う
。

で
き
る
も
の
か
ら
ヤ
ル

ア
ー
ト
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
人
材

パ
ラ
ダ
イ
ム(

枠
組
み)

転
換

世
界
に
日
本
を
発
信

地
方
創
生
２
法
案

ラ 

ス 

ト 

チ 

ャ 

ン 

ス

地
方
財
政
と
消
費
税

壮
絶
な
挑
戦

投 

票 

率 

の 

低 

下

根
底
か
ら
の
見
直
し
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イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
に

つ
い
て

全
国
初
、
高
校
体
育
館
を

再
利
用
す
る
市
庁
舎

若
者
の
投
票
率
向
上
へ

・・

・
・

富
山
市
の
対
応

女
性
議
員
の
活
動
事
例

め
む
ろ
だ
け

め
む
ろ

観
光
学
に
権
威
は

存
在
し
な
い


